
　

日

本

生

産

性

本

部

は

１

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

１

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

、

「

宇

宙

一

本

気

（

マ

ジ

）

な

乗

務

社

員

採

用

の

取

り

組

み

と

今

後

」

を

テ

ー

マ

に

、

両

備

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

の

大

上

真

司

・

常

務

執

行

役

員

バ

ス

・

鉄

軌

道

ユ

ニ

ッ

ト

長

が

講

演

し

た

。

　

運

輸

交

通

業

に

お

け

る

乗

務

社

員

採

用

不

足

の

問

題

は

、

「

２

０

２

４

年

問

題

」

で

社

会

課

題

化

し

て

い

る

が

、

岡

山

県

を

中

心

に

国

内

外

で

事

業

展

開

を

行

っ

て

い

る

同

グ

ル

ー

プ

の

運

輸

交

通

事

業

部

門

で

は

、

バ

ス

や

ト

ラ

ッ

ク

、

タ

ク

シ

ー

の

ド

ラ

イ

バ

ー

な

ど

の

乗

務

社

員

２

０

０

人

を

採

用

す

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

２

０

２

３

年

６

月

に

開

始

し

た

。

　

ベ

ア

と

定

期

昇

給

を

合

わ

せ

５

％

以

上

の

賃

上

げ

を

２

年

連

続

で

実

施

し

た

ほ

か

、

イ

ン

パ

ク

ト

の

あ

る

テ

レ

ビ

Ｃ

Ｍ

の

集

中

展

開

、

年

間

で

８

７

３

回

の

就

職

説

明

会

の

実

施

、

バ

ス

や

タ

ク

シ

ー

な

ど

の

運

転

見

学

会

の

実

施

、

待

遇

・

処

遇

の

改

善

（

当

面

は

地

域

の

平

均

年

収

よ

り

も

１

０

０

万

円

高

い

水

準

を

目

指

す

）

な

ど

を

行

っ

た

結

果

、

年

間

で

１

０

０

０

人

を

超

え

る

応

募

が

あ

り

、

２

１

６

人

の

採

用

に

結

び

つ

い

た

。

　

大

上

氏

は

、

乗

務

社

員

の

採

用

で

心

が

け

た

こ

と

と

し

て

、

経

営

と

現

場

、

事

業

部

門

、

人

事

、

広

報

の

�

人

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

体

制

で

予

算

を

確

保

し

て

取

り

組

ん

だ

こ

と

や

、

既

存

社

員

の

満

足

度

を

高

め

る

施

策

を

実

施

し

、

社

員

の

定

着

を

促

進

し

た

こ

と

、

他

業

界

か

ら

乗

務

経

験

の

な

い

若

手

の

採

用

を

進

め

た

こ

と

（

経

験

者

の

採

用

は

２

割

程

度

）

、

「

楽

し

そ

う

な

場

所

に

人

は

集

ま

る

」

こ

と

か

ら

、

明

る

く

、

楽

し

く

、

元

気

よ

く

採

用

活

動

を

進

め

た

こ

と

な

ど

を

挙

げ

た

。

　

最

近

で

は

、

路

面

電

車

の

運

転

士

と

バ

ス

の

運

転

手

の

両

方

に

勤

務

で

き

、

認

定

後

は

毎

月

５

万

円

の

二

刀

流

手

当

を

支

給

す

る

「

二

刀

流

乗

務

社

員

」

を

募

集

し

、

応

募

が

殺

到

し

て

い

る

と

い

う

。

　

大

上

氏

は

、

「

人

材

確

保

は

事

業

継

続

に

関

わ

る

本

質

的

な

問

題

で

あ

り

、

経

営

で

取

り

組

む

べ

き

こ

と

だ

。

そ

の

た

め

に

は

し

っ

か

り

と

課

題

を

把

握

し

、

戦

略

を

練

っ

て

、

必

要

十

分

な

資

源

を

投

下

す

る

こ

と

が

必

要

だ

」

と

強

調

し

た

。


